
視覚障害教育学研究序説

一認知の発達と教育の役割一

佐藤　親雄・加藤　元繁

はじめに

　視覚障害児教育学の体系化，基礎づげ，特に方

法論における課題は，心理学・生理学。医学等の

研究を無視しては，まったく不可能である。r教

育現実」（Erziehmgs一曲irklichkeit）はこうした基

礎科学の研究成果を渇望しており，これに応えて

近年，単なる測定にとどまらず，生きた子ども達．

を捉えよらとする研究が数多く見られるよう’にな

ってきたことは，きわめてよろこぼしいことであ

る。

　生理学においては従来のr視力」という概念に

しても，分類とか判断基準と’いった枠をこえて，

具体的生活上の行動を問題にすべきであるという

．理由から，「視能率」という概念が用いられるよ

うになりつつある（大山・谷村，1969）。また光

学技術の進歩は，「OPTACON」（Optica1Tactica1

COnverter）をはじめとし，rPortab1eSeeingAid」

等の視覚代行機器による盲児のr視経験」を代行

可能にしようと試みている。

　しかしながら残された課題も多く，基礎科学諸

分野での研究は，必ずしも教育現場の要請に応え

るに十分とは言えない。もちろん心理学や生理学

などの基礎学間が，ただちに教育現場に応用し得

るもののみを研究すべきであると主張するわけで

はたい。ただ心理学のr測定」のみの時代はすで

に過去のものとなっているし，内外の研究者の中

でも，瞬時も止むことのない生きた人間を捉えよ

うと，臨床の分野に関心を示すものが多く見られ

るようになっている昨今の状況は，たとえそれが

理論的探究であり，きわめて限定された単純な要

因のみからできている研究デザイソであろうとい

えども，人間を捉えるべく計画されたものでない
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としたら，その価値が無に等しいものとならんこ

とを示してはいないだろうか。

　本論文においては近年発達心理学や学習心理学

の発展にともたって明らかになってきた間題を

「視覚障害児教育現実」からとりあげ，今後の研

究の方向づけを試みたい。

　（1）視知覚欠損の心理学的意味

　子どもの発達において，視知覚欠損はどのよう

な心理学的意味を持っているのだろうか。視覚障

害児の教育を考える時，’こうした命題は絶えず問

われ続げられねぼならないもののひとつである。

これによって視覚障害が成長発達に及ぼす影響を

み，それを補償するための教育的治療・指導が可

能になる。ところが従来の視覚障害に関する研究

には，視知覚欠損の持つ心理学的意味の把握に不

十分な点が残されていたのではないだろうか。

　そもそも視覚はひとつの感覚であり，それゆえ

に視覚欠損は視覚受容器の欠損と考えられてき

た。さらに視知覚においては他の知覚と比べて，

情報の伝達がきわめて瞬時におこなわれ，しかも

対象の本質がそのままの形で同時に伝達されるた

め，全体の把握が直観的になされ得る。こうした

情報伝達機能の高さの故に視覚障害は，一しぼしぼ

情報受容器の障害の側面のみが強調して捉えられ

てきたきらいがある。

　これまでr視覚」とr視知覚」とは，必ずしも

明確に定義され区別されてはこなかった。知覚は

いうまでもなく，ある刺激が感覚器官を通して，

求心性神経により，大脳皮質の感覚野に伝達さ

れ，関連する皮質の作用によってひきおこされ

る。ところがこの「知覚」は最近では「感覚器官

を経て受けとった情報（感覚）を素材として，知



覚者がつくりあげる能動的統合過程」、（新教育心

理学事典，1977）として考えられることが多い。

すなわち知覚は多様な刺激の中から，適応にとっ

て有効な情報を選択的に受容し，調整し，処理す

るというr認知機能」とは不可分のものであり，

これは成熟の程度と学習の水準との相互作用の下

で，時問的経遇と共に発達してゆくものである。

　したがって視知覚は，幼時期においては感覚的

弁別力のきわめてすぐれたひとつの情報受容器と

して，主に機能するわげであるが，年長児になる

につれて，学習による知覚そのものの発達と，よ

り高次の認知機能の構造化によって，認知的統合

機能とでも言うべき全体システムの一部としての

役割をつかさどるようになる。

　ところで人問の知的機能は，知覚的機能の完全

さ，記憶と再生（retention　and　reca11）の正確さ，

概念化（conceptua1ization）の抽象作用，そして

言語的，動作上の表現活動（expression）などに分

離され（佐藤，1971），しかも環境との相互作用に

もとづいて，全体として発達してゆく。

　人間の知的機能は，知覚がいかに完全であって

も，分類等の活動が正確に記憶され，また再生さ

れねぼ，それは完全ではない。ところが主体は対

象を主体側からの状況にもとづいて選択的に知覚

するわけであるから，分類等の活動が知覚と独立

しておこなわれるのではないことが明白である。

同様に知覚は，概念化，思考，言語といった種々

の知的機能と密接な関係を持っており，それ故に

視知覚欠損は，単なる感覚受容器の欠損としての

みではなく，子どもの知的機能の発達に多大な影

響を及ぼすものとして捉えられるべきである。

　（2）視箆障害と認知機能

　認知的統合機能の下位過程としての知覚を問

題にした興味深い研究をとりあげてみよう。

Gottesman，M．（1973）は盲児の保存の概念につい

ての研究の中で，保存の概念の獲得が6～7歳レ

ベルでは正眼児に比べて遅れているが，8～11歳

レベルではその遅れをほぼとりもどすことを見い

出している。

　Gottesmanはさらに盲児の触知覚に関する研究

と保存の研究とを統合することを目的とした論文

（1976）の中で，幼少児においては，触知覚より

も視知覚ρ方が情報機能が高いが，年長児は感覚

的弁別よりもむしろ触知覚にもとづく認知機能の

統合過程に依存して課題解決をおこなうことがで

きると指摘している。

　保存の概念は，知的操作の発達における構造と

均衡の過程をその根底に持っている。したがって

Piagel，J．の理論による視覚障害児の発達の研究

は，彼らの言語や思考という知的機能の解明上ひ

じょうに有効であり，最近研究者の注目のまとと

なっている（Mi11er，C．K．，1969，Tobin，M．J．，

1972）。

　しかしこれまでの研究は単なる測定，すなわち

保存の概念があるかないかという次元のみを問題

にしているだけで，視知覚の欠損を補償して保存

の概念を形成する認知的統合過程が，どのように

構造化されてゆくのか，またそれには如何なる要

因（たとえば触知覚とか言語のような）が影響し

ているのかは明らかではない。正眼児の保存の概

念に関する研究では，学習理論の立場からの強化

説による分析や，ジュネーブ学派を中心として

「認知的葛藤試行」を利用した訓練の効果の分析

が一進んでいる。

　以上のような、点からも，盲児の保存の概念に関

しての研究が，視知覚の機能や認知的統合機能の

構造化の過程の本質にせまり得るものとして，一

般心理学理論に寄与するだけでなく，視覚障害児

の教育理論にも応用し得るものともなろう。

　（3）認知的統合機能の構造化の要因

　いわゆる認知的統合機能の発達には，主に如何

たる要因が関係しているのであろうか。この種の

問いに応える研究デザイソをくむことは容易では

ない。従来の概念形成に関する研究が，すでにで

きあがった概念の意味空問を測定しているにすぎ

たいといった実状は，その要因配置や処理のむず

かLさに由来しているが，ここでは視覚障害児に

ついて特に重要と考えられる2つの要因をとりあ

げることにする。

　1．言語
　視覚障害児にとって，知的発達において言語の

果す役割はきわめて大きい。特に色彩等の如き視



覚以外では実際に感覚不可能な様相（moda1ity）

に属するものの概念形成に対して言語が持つ意味

は絶大である。しかし，この段階で言語はルール

（m1e）学習のごとき，低次の情報機能しか有して

はいなし．・。すなわち外的機能としての言語であ

る。一方，言語は自己は自己の行動ないし思考を

調節する働き，つまり内的機能をも持っている。

ここに保存の概念獲得のような課題が，認知的統

合機能を間題にする際に，しばしぼ用いられる理

由がある。

　Piagetによれば，保存の概念獲得のような論

理構造の学習は，ルール学習の如く対象そのもの

にもとづいて，対象にそなわった特徴からの抽象

を用いるのではなく，対象を利用する活動にもと

づき，これらの活動白体からの抽象を用いるもの

である。それ故に発達にともない思考が具体的事

物を離れて抽象的事物を操作するように一なると，

言語が認知的統合機能に果す役割はひじょうに大

きなものとなる。まして視覚障害児にあっては言

語の操作による対象理解の補償のもつ意味は，さ

らに大きくなる。

　また言語によって認知が影響を受けるという立

場は，Whorf，B．L．（1956）の古典的な研究の中

にも見られる。彼はrそれぞれの言語の基礎とな

っている言語体系（言い換えれぼ文法）は，考え

を口に出すための単なる再生手段ではなく，むし

ろ言語体系自体が考えを形づくるものであり，個

人の心的生活を計画し導くものであり，また，そ

れは個人が対象を分析したり，心的貯えをまとめ

る時のプログラムであり，手引きとなっている」

と述べている。

　ところがChomsky，N．（1965．1968）の生成

文法論によって発展してきた幼児の言語習得の研

究などは，表層構造が異っているにもかかわら

ず，各国語を話す幼児の言語の基本構造がひじょ

うに似ていることを指摘し，いわゆる「LAD」

（Language　Acquisition　Device）を仮定するなど

言語と認知の関連を否定する方向をとっている。

　2．　触知覚

　Piaget学派は保存の概念の獲得における言語

の役割を，それほど重要視しているわげではな

い。事実Inhe1der，Bovet，Sinc1air＆Smock

（1966）らは，言語訓練は認知の発達が一定水準に

達するまでは，保存の概念の獲得に関与しないこ

とを見い出している。たしかに保存の概念の下部

構造形成過程にあっては，子どもの言語の操作に

よる思考を期待するのは無理であり，Lたがって

言語の操作にもとづく認知的統合機能を仮定する

前に，別の基礎要因を設定することが，特に視覚

障害児の場合必要となるわげである。

　前述したGottesman（1976）の論文は，盲児の

保存の概念獲得における触知覚経験の重要性を指

摘し，視覚及び視覚イメージは，必ずしも必要で

はないと結論づけている。

　彼によれば，目かくしをした正眼児が，目かく

しをしない正眼児よりも良い成績をあげており，

これは視覚情報が触覚情報よりも混舌Lと干渉をひ

きおこしやすいからだとしている。ところがこれ

は保存の課題解決事態を説明しているものの，保

存の概念獲得過程を説明するには十分ではない。

保存課題に見られるような視覚的変化の影響は，’

たしかに視覚的情報の多量性を裏づけてはいる

が，目かくしをした正眼児は，すでに視知覚経験

を有しており，その成績の良さは課題遂行に必要

な条件を示しているにすぎない。

　触覚による保存課題の遂行は，視覚的に課題を

呈示する場合と違って，．主体が視覚的変化に捉わ

れるということがない。換言すれぼ，対象のさま

ざまの属性のうち，いくつかを分離して呈示して

いることになる。これは保存の概念獲得に対し

て，強化説の立場の研究老（e．9．06yx0Ba，ハ．Φ．

1966）の考え方と共通するものを持つ。彼らによ

れぼ，対象のさまざまの属性を分離し，それらの

おのおのの属性について別個に測定する技術が，

保存の原理に関する完全な知識を形成するのに，

必要かつ十分な条件とされる。

　Gottesmanによる研究は，視知覚及び触知覚

の要因としての処理に問題があり，触知覚の重要

性を示唆する根拠に欠けている。しかしながら強

化理論の指摘するような触知覚による計数操作

が，保存の概念獲得の下部構造となる可能性は十

分あるわけである。

（4）直観教育の試み



　認知的統合機能の発達過程には，言語や触知覚

など，種々の要因が複雑に影響していることは前

述した通りである。したがって，これまでの測定

を中心とした統計的手法によってではその要因分

析がきわめて困難である。現在この分析について

有効と考えられるのは，Warren，D．H．（1976）の

述べるような訓練を導入した実験計画である。

　訓練を用いる実験計画は，訓練が比較的長い期

問続げられねばならないとの理由で，視覚障害児

の知的発達の如き分野においては，あまり適切で

はないと敬遠されがちであるが，要因を適切に設

定し，デザイソを慎重に構成しさえすれば，短期

問の実験でも分析は可能である。

　ところで視覚障害児の教育場面に．おいては，認

知的統合機能に関する実験の基礎データが，子ど

も達の教育に一どのように応用できるかが最大の関

心事であろう。その基礎排究の一例として，東京

教育大学盲教育研究室で進められているPortab1e

Seeing　Aidによる直観教育の試み（佐藤他，1977）

について若干述べておこう。

　Portable　Seeing　Aidは，小型のテレビカメラ

と腹部の皮膚への電気刺激器とで構成されてい

る。テレビカメラで捉えた対象を電気的刺激に変

換し，皮膚感覚として知覚しようというものであ

る。このような視覚代行機器が，視知覚欠損を補

償するものとLて，とりわけ有効である理由は，

その情報の感覚様相にあると言えよう。

　日常われわれは，さまざまの感覚様相で外界を

知覚しているが，・ある対象について異なる感覚様

相からくる情報が，しばしぼ等価なことがある。

Bryant，P．（1974）は，この「交差感覚様相」の

（cross一㎜oda1）等価性の最も良い例として，視覚

と触覚問のものをあげている。すなわち，まるい

形の触覚は，視覚による場合とほぼ同じような印

象を，直観的にひきおこすということである。

　Bryantによれば，子どもにはある感覚様相か

らの特定の登録と，他の感覚様相からの特定の登

録とを結びつける「交差感覚様相辞典」（CroSS一

皿Oda1diCtiOnary）とでも言うべき内的機制が，

ある程度までそなわっており，こうした交差様相

能力は，子どもの成長にともない進歩するものと

される。

　Portab1e　Seeing　Aidの腹部の電気刺激による

皮膚感覚は，視覚との等価性について，触覚とほ

ぼ同じものであると言うことができる。さらに触

覚よりすぐれている点も認められよう。

　すなわち，本来視覚的対象を触覚に転換して認

知する場合には，対象の全体性と局部性とを転倒

させ，対象の局部を拡大・強調し，全体をその背

後に．退かせるという恐れがある。また前述したよ

うな，視覚による場合の対象把握の同時性・瞬時

性も失われる。単なる触覚による認知のこのよう

な短所を，Portab1e　Seei㎎Aidはすべて克服し

ているのである。視覚との交差感覚様相の等価性

は，Portab1e　Seeing　Aidにょる皮膚感覚におい

て，触覚と比べて著しく高くなっていると言うこ

とが可能であろう。

　視覚障害児教育へのPortable　Seeing　Aidに

よる直観教育の導入は，r直観のABC」である

r形。数・語」レベルでの教育に役立つだげでは

ない。このような感覚訓練・感覚教育がいかに視

知覚欠損を補償し，外界の情報を処理する認知的

統合能力をも発達させてゆくかは，これまでの論

述により明白であろう。今後ぜひとも進められる

べきものとしてあげておきたい。

　おわりに

　視覚障害児教育学の立場から，視覚障害のもつ

心理学的意味を考察してきたが，残された課題は

あまりにも多い。

　たとえば，われわれはある対象を記憶する際，

その事象をイメージや言語という対応物にコーデ

ィソグ（COding）して記憶表象とするが，視覚障

害児の場合には，各種のコ［ディソグ・システム

がどのように機能しているのだろうかという記憶

・学習の間題，さらに外界の対象に接近を促す動

機づけ機能としての視覚の間題など，認知機能あ

るいは知的機能の発達に関する課題は，すべて今

後の研究に期待を寄せるものである。しかし研究

は大いになされるべきであるが，安易な実験。調

査は断じておこなってはならない。われわれはあ

くまでも瞬時も止むことなく生成しっつある「人

問」の子どもと対時しているのであるから。
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Summary

An　Essay　on　Studies　of　Education－for　the　Yisua1工y　Haηdicapped

Chikao　Sato　and　Motoshige　Kato

　　In　order　to　deve1op　the　education　for　the　visua11y　handicapPe（丑，some　issues　on　the　cognitive

deve1opment－of　them　were　discussed’from　a　psycho1ogical　point　of　view．

　　Those　were　as　fo11ows．

（1）　Psycho1ogica1mea｛ing　of　visua1deficiency

　　　　Visua1perceptign　is　distinguished　from　visua1sensation．Because　visua1percaption　p1ays　a

　　　　important　ro1e　in　human　cognitive　process．So　visua1deficiency　should　be　taken　as　the

　　　　factor　which　has　vaエious　types　of　inf1uence　upon　chi1dren’s　cognitive　deve1opment．

（2）　Visua1handicap　and．cognitive　function

　　　　Piaget’s　theory　made　a　great　contribution　to　the　studies　of　chi1dren’s　cognitive　abi1ity．So

　　　　it　is　emphasized　that　the　studies　of　conservation　in　b1ind　chi1dren　wou1d　be　he1pfu1in

　　　　unaerstとnd－ing　the　ro1e　of　visua1perception．

（3）Some　factors　of　the　structuring　of　cognitive　fmction．

　　　　The　visua11y　handicapPed　must　compensate　for　their　visua1deficiency　by　some　other　me早ns．

　　　　First，1anguage　is　an　important　factor　in　structuring　their　cognitive　abi1ity．Second，tacti1e

　　　　perception　is　a　basic　factor　for　their　cognitive　deve1opment．

（4）　Tria1of　Intuitive　E（1ucation

　　　　Intuitive　education　with　a　tacti1e　seeing　aid　is　effective　for　the　cognitive　deve1opment　of

　　　　b1ind－chi1dren．It　deve1ops　not　on1y　their　intuiti▽e　abi1ity　but　a1so　their　cognitive　abi1ity．

　　A㏄ording　to　these　discussion，some　new　ways　of　education　for　the　visua11y　handicapped　were

indicated　especia11y　conceming　with　their　cognitive　deve1opment．


